
空間・機能ともに都市の裏になってしまっ
た運河の上に、機能から切り離された「名
前の無い場所」を置いてみる。行為のきっ
かけとなる空間と、それを行う場所に分け
ることで、名前の無い場所は、ある人に
とっては図書館になるし、ある人にとって
はコンサートホールになったりする。つま
り、機能を取り除かれた形態は、あらゆる
行為を受け入れる「名前の無い場所」とな
るのではないかと考えた。名前の無い場所
を都市に点在させていくことで、部分から
全体へと新たに都市を更新していく。
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名前の無い場所へ続く道　
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断面図

川とのつながり 多様な方向性都市の裏になってしまった運河を、
都市の表にすること

応力図をそのままスラブの形状に
することで、自然の地形のような
空間が生まれる。

街のプログラムを川の上に引き込む
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